
2023

TSUNAN TOWN
10.20

No.748
新 潟 県 津 南 町

芦ヶ崎小学校
りゅうじんランド完成



広報 2令和５年10月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

「人権ハート回収大作戦」

津南小学校に人権啓発キャラバンがやってきました

壊れてしまった人権ハートを

元に戻すために

津南小学校の児童があたたかいメッセージを

ハートに埋め込みました



目次
-contents-

新 潟 県 津 南 町

11

12

18

20

22

23

24

25

26

27

28

津南病院いろいろ発見
見て・知って・得をする　かわらばん
だんだんどうも！地域包括支援センターです
いきいき大好き津南町
地域おこし協力隊だより　農業の豆知識
広報ライブラリー
つなんの文芸
新しい人権擁護委員を紹介します　
年金コーナー　健康体力づくり 100 日運動　
議会コーナー
Tap でいこう‼　
大地のたからもの～苗場山麓ジオパーク特産品紹介～
なじょもん通信
町長の部屋 2

つなん

70 ちゃんねる　広報無線聞き直し　
戸籍の窓　広報編集室　津南町の人口

regulars

10 大地の芸術祭　芸術祭×秋山郷

19 敬老の日

04 【特集】
令和４年度  決算報告

features



広報 4令和５年10月号

目的別
歳　入

36億8,945万円
地方交付税
（43.9％）

15億4,953万円
国・県支出金
（18.4％）

11億1,720万円
町税

（13.3％）

5億8,252万円
繰越金（6.9％）

1億5,175万円
諸収入（1.8％）

2億3,867万円
繰入金
（2.8％）

3億512万円
その他（3.7％）

4億833万円
町債（4.9％）

2億3,120万円
地方消費税交付金
（2.8％）

8,701万円
地方譲与税（1.0％） 3,507万円

その他（0.5％）

依
存
財
源
71.5％　　　

　 自主財源 28.5％
　
　
　
　
　
　
　

特 
集
Topic

決
算
報
告

決
算
報
告

令和
４年度

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

▼歳入合計

83億9,585万円

6億107万円
固定資産税
（53.8％）

3億279万円
個人町民税
（27.1％）

9,162万円
法人町民税
（8.2％）

7,192万円
町たばこ税
（6.4％）

4,433万円
軽自動車税
（4.0％）

547万円
入湯税
（0.5％）

町 税 の内訳

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
83
億
9
，
5
8
5
万
円
で
前
年
度
比

7
，
6
0
4
万
円
の
増
（
0.9
％
増
）、
歳

出
が
78
億
9
，
7
5
4
万
円
で
前
年
度
比

１
億
6
，
0
2
5
万
円
の
増
（
2.1
％
増
）

と
な
り
、
差
引
４
億
9
，
8
3
1
万
円
を

令
和
５
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に

過
去
の
決
算
額
の
水
準
と
比
べ
て
高
く
、
最

近
で
も
令
和
２
年
度
に
続
く
金
額
の
規
模
と

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
を
図
る
取
組
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
45
件
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
自
主
的
な
収
入
で
あ
る
自
主
財

源
は
23
億
9
，
5
2
6
万
円
、
前
年
度
比

２
億
7
，
3
5
1
万
円
の
増
（
12.9
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は

３
億
2
7
9
万
円
で
前
年
度
比
1
5
2
万

円
の
増
（
0.5
％
増
）、
法
人
町
民
税
は
9
，

1
6
2
万
円
で
前
年
度
比
2
，
1
6
2
万

円
の
減
（
19.1
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
は
前
年
度
比
1
，

0
8
9
万
円
の
増
（
1.8
％
増
）、
軽
自
動
車

税
は
前
年
度
比
1
5
7
万
円
の
増
（
3.7
％

増
）、
町
た
ば
こ
税
は
前
年
度
比
5
9
0
万

円
の
増
（
8.9
％
増
）、
入
湯
税
は
前
年
度
比

1
6
9
万
円
の
増
（
44.8
％
増
）
と
な
り
、

町
税
全
体
で
は
11
億
1
，
7
2
0
万
円
で

前
年
度
比
4
万
円
の
減
（
増
減
率
な
し
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
病
院
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　

皆
様
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
使
い
み
ち
と
、
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



5 広報 令和５年10月号

13億3,098万円
総務費
（16.9％）

7億5,018万円
土木費
（9.5％）

10億3,201万円
農林水産業費
（13.1％）

6億8,288万円
公債費
（8.6％）

8億1,812万円
衛生費
（10.4％）

16億8,105万円
民生費
（21.3％）

8億832万円
教育費
（10.2％）

3億4,595万円
商工費（4.4％）

3億4,652万円
消防費（4.4％）

8,174万円
その他（1.0％）

目的別
歳　出

1,979万円
災害復旧費
（0.2％）

特集 令和４年度　決算報告

特
別
会
計

特
別
会
計
の
状
況

歳
出
の
増
減
要
因

▼歳出合計

78億9,754万円

性質別歳出
前年度比

人件費 12 億 7,335 万円 3.9%

物件費 10 億 1,954 万円 13.9%

維持補修費 2 億 8,651 万円 1.3%

扶助費 5 億 9,767 万円 -9.9%

補助費等 16 億 6,845 万円 4.7%

公債費 7 億 1,588 万円 7.3%

積立金 4 億 2,023 万円 -42.9%

投資及び
出資金・貸付金 9,197 万円 -4.1%

繰出金 10 億 5,843 万円 1.1%

普通建設事業費 7 億 5,161 万円 42.6%

災害復旧事業費 1,390 万円 328.1%

合　計 78 億 9,754 万円 2.1%

会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 9 億 1,952 万円 8 億 9,653 万円

後期高齢者医療 1 億 3,094 万円 1 億 2,703 万円

介護保険 18 億 4,854 万円 17 億 2,728 万円

簡易水道 1 億 4,008 万円 1 億 2,671 万円

下水道事業 4 億 3,232 万円 3 億 9,396 万円

農業集落排水事業 3 億 1,617 万円 3 億   341 万円

津南病院事業 13 億 5,773 万円  13 億 5,125 万円

合　計 51 億 4,530 万円  49 億 2,617 万円

　
特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
独
立

採
算
が
原
則
で
す
。

　
必
要
な
財
源
は
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど

の
歳
入
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
基
本
的
な

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
般

会
計
か
ら
財
源
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の

特
別
会
計
に
は
主
に
交
付
税
措
置
さ
れ
た
起

債
償
還
分
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。
毎
年

の
建
設
事
業
の
量
に
よ
り
大
き
く
増
減
す
る

会
計
で
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
の
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会

計
は
、
法
律
や
制
度
改
正
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
会
計
で
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、
町
道

改
良
舗
装
事
業
が
増
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

土
木
費
が
前
年
度
比
１
億
1
，
6
2
4
万

円
増
（
18.3
％
増
）
と
な
り
、
増
加
額
と
し

て
は
最
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連

し
た
経
済
対
策
関
連
事
業
費
が
減
と
な
っ

こ
と
か
ら
、
商
工
費
で
8
，
3
9
9
万

円
の
減
（
19.5
％
減
）
と
な
り
、
減
少
額
と

し
て
は
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

豪
雨
に
よ
り
発
生
し
た
豪
雨
災
害
復

旧
事
業
に
よ
り
、
災
害
復
旧
費
で
1
，

9
7
9
万
円
の
増
（
5
0
9
・
9
％
増
）

と
な
り
、
増
加
率
で
は
最
も
大
き
く
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、
津
南

病
院
へ
の
補
助
金
や
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
・
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
な
ど

へ
の
負
担
金
で
あ
る
補
助
費
の
割
合
が
高

く
、
16
億
6
，
8
4
5
万
円
で
、
前
年

度
比
7
，
4
6
4
万
円
（
4.7
％
増
）
の

増
と
な
り
、
他
の
項
目
と
比
較
し
て
も
増

加
率
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、
全
体
に
占

め
る
金
額
は
最
も
大
き
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
番
目
が
職
員
の
給
与
や
各
種
手

当
、
福
利
厚
生
費
な
ど
の
人
件
費
の

12
億
7
，3
3
5
万
円
で
、前
年
度
比
4
，

8
2
0
万
円
の
増
（
3.9
％
増
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
増
減
率
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
全
体
に
占
め
る
金
額
は
２
番
目
に
大

き
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
は
任
意
に

節
減
で
き
な
い
経
費
な
の
で
義
務
的
経
費

と
呼
ば
れ
、
こ
の
性
質
の
経
費
が
占
め
る

比
率
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
構
造
が
硬
直
化

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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令和4年度
令和2年度 令和3年度

10.6% 10.7% 11.1%

令和2年度

令和3年度
令和4年度53.3%

35.7%
27.8%

財
政
健
全
化
法
施
行
以
来

18
年
連
続
黒
字
で
す

全
会
計
を
合
わ
せ
て
も

黒
字
で
す

資
金
不
足
比
率
な
し

実
質
赤
字
比
率

危ない!!

350％以上だと

令和2年度 令和3年度 令和4年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

15％以上だと

危ない!!

令和2年度 令和3年度 令和4年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

20％以上だと

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

危ない!!

25％以上だと
実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

財
政
状
況

　

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
財
政
悪
化
を

可
能
な
限
り
早
く
把
握
し
、
財
政
改
善
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
平
成
19
年
に
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
法
律
で
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
が
定
義
さ
れ
、
２
つ

の
基
準
と
の
比
較
で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再
生
基
準
を

超
え
る
と
財
政
再
生
計
画
の
策
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

強
制
力
や
総
務
大
臣
の
関
与
が
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会

計
の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支
出
）

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

つ
ま
り
、
黒
字
か
赤
字
か
を
判

断
す
る
指
標
で
す
。

　

本
町
は
黒
字
の
た
め
指
標
は

「
な
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全
会

計
の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
連
結
し
て
全
会
計
の

合
計
も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
指
標
は
「
な
し
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

公
債
費
と
は
、
町
債
（
借
金
）
の

元
利
償
還
金
で
あ
り
、
一
般
会
計

の
ほ
か
簡
易
水
道
・
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
の
特
別
会
計
、
病
院

会
計
に
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
（
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
）
や
清
掃
（
津
南
地
域
衛
生
施
設

組
合
）
な
ど
一
部
事
務
組
合
の
会
計
で

も
元
利
償
還
金
が
あ
り
、
町
が
相
当

分
の
負
担
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
質
的
に
公
債
費
と

と
ら
え
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
は
そ
の

種
類
に
よ
り
交
付
税
措
置
が
あ
る

た
め
、
実
質
の
公
債
費
と
標
準
財

政
規
模
か
ら
交
付
税
措
置
相
当
分

を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

　

本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は

「
11.1
％
」
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
決

算
で
は
県
内
市
町
村
平
均
値
よ
り

や
や
高
い
値
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
背
負
っ

て
い
る
借
金
等
将
来
負
担
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
指
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に
は
、

町
債
現
在
高
（
全
会
計
の
現
在
高

の
ほ
か
、
一
部
事
務
組
合
の
借
金

の
う
ち
津
南
町
の
持
分
の
現
在
高

を
含
む
）や
将
来
の
支
出
が
決
ま
っ

て
い
る
経
費
（
国
営
苗
場
山
麓
第

二
地
区
町
負
担
金
な
ど
）、
町
職
員

が
い
っ
せ
い
に
退
職
し
た
と
仮
定

し
た
場
合
の
退
職
金
（
退
職
手
当

引
当
金
相
当
額
）
な
ど
を
合
計
し

ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
か
ら
、
貯
金
で
あ

る
基
金
現
在
高
や
町
債
現
在
高
に

係
る
交
付
税
措
置
予
定
額
な
ど
を

差
し
引
い
て
実
質
的
な
将
来
負
担

を
算
出
し
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
負
担
比
率
は「
27.8
％
」

で
あ
り
、
県
内
市
町
村
平
均
値
よ
り

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
呼
び
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、

こ
れ
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
は
別

に
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
と
は
、
本
町
の
会
計

で
は
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農

業
集
落
排
水
」の
特
別
会
計
と「
病

院
会
計
」
の
４
つ
の
会
計
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会

計
を
合
計
し
ま
し
た
が
、
資
金
不

足
比
率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金

不
足
額
（
赤
字
額
）
の
事
業
規
模

に
占
め
る
割
合
を
算
出
し
ま
す
。

「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業
集

落
排
水
」
の
特
別
会
計
は
黒
字
の

た
め
、
資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」

と
な
り
ま
し
た
。

「
病
院
会
計
」
は
、
町
か
ら
運
営
費

を
３
億
6
，
9
6
6
万
円
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
も

資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

低
い
値
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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特集 令和４年度　決算報告

■町民一人当たりに使われたお金は町民一人当たり
（一般会計）

項目別一人当たり金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査等に

10 億　 551 万円
1 億 7,230 万円

6,197 万円
5,412 万円
3,707 万円

114,431 円
19,609 円

7,053 円
6,159 円
4,219 円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
高齢者の福祉に

6 億 2,029 万円
5 億 2,535 万円
5 億 3,541 万円

70,591 円
59,787 円
60,933 円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設費の償還などに
津南病院の整備などに

2 億 6,124 万円
1 億 3,864 万円

2,489 万円
3 億 9,336 万円

29,731 円
15,777 円

2,832 円
44,766 円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

9 億 6,702 万円
6,499 万円

110,051 円
7,396 円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

1 億 9,784 万円
1 億 4,811 万円

22,515 円
16,856 円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

2 億 1,133 万円
2 億 6,089 万円

81 万円
2 億 5,581 万円

2,134 万円

24,050 円
29,691 円

92 円
29,112 円

2,429 円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

1 億　 364 万円
1 億 8,752 万円
1 億 3,616 万円
3 億　 915 万円

7,185 万円

11,795 円
21,340 円
15,496 円
35,183 円

8,177 円

議　会　費 議会活動に 8,113 万円 9,233 円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 61 万円 70円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 3 億 4,652 万円 39,435 円

災害復旧費 災害の復旧に 1,979 万円 2,252 円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 6 億 8,288 万円 77,715 円

※令和5年3月31日現在の
　人口8,787人で換算 89万8,775円
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13億4,411万円
十日町市
（76.8％）

3億3,445万円
津南町
（19.1％）

2,550万円 組合債（1.5％）

214万円 県支出金（0.1％）

16 億 7,856 万円　
分担
金・

負
担
金
（
95
.9
％
）歳入

17億4,975
万円

5万円 寄附金（0.1％未満）
2,897万円 繰越金（1.7％） 1,140万円 諸収入（0.7％）

141万円
使用料・手数料
（0.1％未満）

172万円 財産収入（0.1％）

10億2,309万円
常備消防費
（60,0％）1億5,961万円

非常備消防費
（9.4％）1億1,950万円

消防施設費
（7.0％）

47万円　議会費（0.1％未満）

3億7,737万円
公債費
（22.1％）

2,621万円　総務費（1.5％）

13 億 220 万円
　消
防

費
（
76
.4
％
）

歳出
17億625
万円

財
産
の
状
況

町
債
（
借
金
）
の
状
況

消
防
業
務
な
ど

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,988,332㎡ 0.0%
建　　　物 128,811㎡ -0.2%
山
林

面　積 2,041,755㎡ 0.0%
立　木 16,396㎥ 0.0%

物権（温泉権） 6 件 0.0%
有　価　証　券 5,985 万円 0.0%
貸　付　金 2 億 4,658 万円 -0.2%

出資による権利 1 億 8,682 万円 -1.2%

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0%
山林立木 26,410㎥ 0.0%
預　　金 29 億 4,479 万円 7.1%

備　　　品 車両・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 62 億 7,461 万円 -3.9%

簡易水道特別会計 4 億 4,425 万円 -4.5%
下水道事業特別会計 22 億 2,329 万円 -8.3%

農業集落排水事業特別会計 12 億 4,326 万円 -12.9%
津南病院事業会計 6,853 万円 58.7%

合　　　　　　　計 102 億 5,394 万円 -5.9%

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

一般会計

家畜指導診療所特別会計

歳入 歳出 繰越金
5,113 4,412 701

（単位：万円）

　

町
の
財
産
に
は
役
場
庁
舎
や
学
校
・

保
育
園
な
ど
土
地
・
建
物
の
不
動
産

の
ほ
か
、
山
林
の
立
木
、
町
内
６
箇

所
の
温
泉
権
、
株
券
な
ど
の
有
価
証

券
や
貸
付
金
・
出
資
金
な
ど
に
よ
る

権
利
、
貯
金
で
あ
る
基
金
、
車
両
や

事
務
機
器
な
ど
の
備
品
が
あ
り
ま
す
。

　

基
金
に
は
預
金
と
中
沢
山
の
山
林

が
あ
り
ま
す
。
預
金
で
あ
る
基
金
は

財
政
調
整
の
た
め
の
基
金
の
ほ
か
、

地
域
経
済
活
性
化
や
地
域
福
祉
な
ど
、

事
業
の
目
的
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
21
種
類
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　

町
債
と
は
、
町
が
事
業
を
行
う
と
き
に
、
歳
入
不

足
を
補
う
た
め
借
り
入
れ
る
長
期
間
の
借
金
で
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
の

た
め
の
借
金
が
95
％
、
過
疎
対
策
の
た
め
の
借
金
が

70
％
、
下
水
道
整
備
の
た
め
の
借
金
が
50
％
な
ど
と

種
類
に
よ
り
率
は
異
な
り
ま
す
が
、
後
年
度
に
地
方

交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
全
会
計
の
令
和
４
年
度
末
町
債
残
高

は
1
0
2
億
5
，
3
9
4
万
円
で
、
前
年
度
比

６
億
3
，
7
2
8
万
円
の
減
（
5.9
%
減
）
と
な
り
、

町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
1
1
7
万
円
に

な
り
ま
す
。

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

十
日
町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出

し
合
っ
て
消
防
や
家
畜
指
導
診
療

所
な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
一

部
事
務
組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら

支
出
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
財
政
調
整
基
金
へ

２
億
1
，
6
7
1
万
円
の
積
立
て
な
ど
に
よ

り
基
金
総
額
で
前
年
比
１
億
9
，
4
7
8
万

円
増
の
29
億
4
，4
7
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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歳 入
2億6,300万円

  組合費 71.14
％（

1億
8,
70
9万
円
）

十日町市
840万円（3.19％）

栄村
3,297万円
（12.54％）

使用料
及び手数料
（10.65％）

繰入金
651万円
（2.48％） 繰越金

2,754万円
（10.47％）

諸収入
1,382万円
（5.25％）

使用料
1,860万円
（7.07％）

手数料
 941万円
（3.58％）

財産収入
3万円（0.01％）

津南町
1億4572万円
（55.41％）

歳 出
2億3,873万円衛

生
費

 88 .15％（2億
1,0

44
万
円
）

塵芥処理費
1億3,319万円
（55.79％）

じんかい

し尿処理費
4,260万円
（17.85％）

議会費
14万円（0.06％）

公積費
285万円（1.19％）

斎場費
1,748万円
（7.32％）

総務費
2,530万円
（10.60％）最終処分場費

1,253万円
（5.25％） 清掃総務費

464万円
（1.94％）

＝ 1.5t

ゴミ袋

普通乗用車に
例えると…

約2,721台分約2,721台分

特集 令和４年度　決算報告

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

［年間利用実績］

斎　　場　277件（内：津南町182件）前年度比増減なし
	 　※火葬１件当たりの経費：72,320円（工事請負費を除く）

ごみ処理　ごみ搬入量：4,082トン（内：津南町3,524トン）前年度比1.7％増

燃えるごみ 3,330トン 埋立ごみ 85トン
金属ごみ 124トン 古紙 358トン
空びん 114トン ペットボトル 23トン空　缶 48トン 白色トレイ

	 　※ごみ１トン当たりの処理経費：36,800円（工事請負費を除く）

し尿処理　総搬入量：3,089㎘（内：津南町1,867㎘）前年度比6％減
	 　※１㎘当たりの経費：15,800円（工事請負費を除く）

Q：衛生施設組合で処理される年間のごみの量ってどれくらい？

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・
旧
松
之

山
町
の
区
域
）・
長
野
県
栄
村
の
３
市
町
村
で

構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等
の
共
同
処

理
を
行
っ
て
い
る
「
津
南
地
域
衛
生
施
設
組

合
」
の
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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至 太田新田 

至 小赤沢

見玉穴藤

清水川原

見倉
結東

前倉

大赤沢

旧大赤沢分校

逆巻

かたくりの宿

★石落し
★見玉不動尊

★逆巻温泉
★猿飛橋

★山の展望台

★前倉橋

★萌木の里

★結東の
　石垣田

★蛇淵の滝

★見倉橋

★大トチ

★＝主な秋山郷スポット

見
倉
ト
ン
ネ
ル

405

大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム 

「
２
０
２
３
年
の
越
後
妻
有
」 

11
月
５
日
㈰
閉
幕

▼
芸
術
祭
と
秋
山
郷

▼
ア
ー
ト
を
道
し
る
べ
に

　

長
野
と
新
潟
の
県
境
、
東
を
苗
場
山
、
西
を
鳥
甲
山

に
挟
ま
れ
、
約
20
㎞
に
渡
り
深
い
谷
が
続
き
ま
す
。
こ

れ
が
中
津
川
渓
谷
で
す
。

　

眼
前
に
迫
る
２
０
０
０
ｍ
級
の
名
峰
や
柱
状
節
理
に

目
を
奪
わ
れ
な
が
ら
山
間
の
道
を
行
く
と
、
渓
谷
に
張

り
付
く
よ
う
に
た
た
ず
む
、
い
く
つ
も
の
集
落
に
出
会

い
ま
す
。
中
津
川
渓
谷
に
点
在
す
る
集
落
を
総
称
し
「
秋

山
郷
」
と
言
い
ま
す
。

　

大
地
の
芸
術
祭
に
と
っ
て
、
秋
山
郷
は
そ
の
険
し
い

地
形
、
雪
国
の
文
化
歴
史
、
圧
倒
的
な
自
然
景
観
が
色

濃
く
残
っ
て
い
る
特
別
な
場
所
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
芸

術
祭
で
は
、
結
東
集
落
ま
で
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
設

置
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、

初
め
て
大
赤
沢
集
落
（
旧
大
赤
沢
分
校
）
に
作
品
を
設
置

し
ま
し
た
。
来
年
開
催
さ
れ
る
「
大
地
の
芸
術
祭	

越
後

妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
２
４
」
に
向
け
て

新
作
の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

大
地
の
芸
術
祭
の
原
点
は
「
ア
ー
ト
を
道
し
る
べ
に

地
域
を
巡
る
」
こ
と
で
す
。
作
品
ま
で
の
道
中
の
景
色
、

匂
い
、
音
、
食
、
ふ
れ
あ
い
を
五
感
で
感
じ
さ
せ
る
こ

と
で
、
越
後
妻
有
地
域
の
魅
力
を
来
訪
者
に
届
け
て
来

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
津
南
町
は
紅
葉
の
季
節
と
な
り
ま
す
。
観

光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
ア
ー
ト
を
道
し

る
べ
に
秋
の
秋
山
郷
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

芸
術
祭
で

　

秋
山
郷
を

      

め
ぐ
る

秋山郷
芸術祭

サイコロをふって、巨大
双六に挑戦！地域の豆知
識を得たり、跳び箱など
を使った課題をクリアし
ながらゴールを目指しま
す。子どもから大人まで
楽しめる作品です。

かつて地元の人たちが子
どもたちのために手作り
の土のプールを作った写
真を残されていました。
小さな土のプールの水面
には、昔の写真が浮かん
では消えます。

地域の木で作った彫刻を
炭化させた作品。作品と
ともに地域の樹木を林立
したり、壁一面に見倉の
森林の画像を貼ったりと
展示に工夫しています。

妻有双六M076

記憶のプールM080 フロギストンM074

秋山マタギの道具や資料が作家の感
性を通して展示されています。民俗
学者田口洋美さんが記録した秋山マ
タギの記録映像も上映されています。

深澤孝史監修
「秋山郷大赤沢分校
 プロジェクト（仮）」

M082

Photo：Kioku Keizo 、LUCENT

【入館日時＆料金】
▼かたくりの宿（妻有双六）
　開館日：11/5 までの土日祝のみ
　時　間：午前 11 時～午後 4 時
　料　金：一般 300 円、小中 150 円
▼旧大赤沢分校
　開館日：11/5 までの土日祝のみ
　時　間：午前 10 時～午後 4 時
　料　金：一般 500 円、小中 250 円

原倫太郎 + 原游

松尾高弘 山本浩二
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津南病院津南病院 い ろ い ろ 発見!発見!

どんな病気？

褥瘡を発生させないためには？

　褥瘡は一般的には「床ずれ」と言われます。皮膚の表面には毛細血管が走っ
ていて、その血流が皮膚に栄養を与えていますが、体重によって圧迫されて
いる部分の血流が滞ると、皮膚の一部が赤みを帯びたり、ただれたり、傷ができたりします。これが
褥瘡です。
　健康な人は寝ているときでも、体の一部分に持続的に圧力がかかると自然と寝返りを打ちますが、
寝たきりの人は自分で体位を変えることができないため、同じ場所にずっと体重がかかり、骨の出っ
張っているような部位に褥瘡が生じてしまいます。また、加齢によって皮膚が薄くなっていたり、栄
養状態が悪かったり、糖尿病などの持病により感染に対する抵抗力が落ちていることも、褥瘡が発生
する要因になります。

どんな症状？
　褥瘡はその人の体格や寝ている体位によって生じる場所はさまざまですが、体重のかかる骨の突出
している部位で、脂肪や筋肉の薄いところによく発症します。いちばん起きやすい場所は腰（仙骨部・
大転子部）、次いで足（特にかかと）、そのほか肩甲骨や肘の関節などです。頭（特に後頭部）や耳にでき
ることもあります。車椅子などに一日中座りっぱなしの人は、お尻（坐骨部）にできることもあります。
　褥瘡のできはじめは皮膚が赤くなり、うすく水疱（水ぶくれ）ができます。この水疱が破けてびらん
になり、乾いて治ることもありますが、皮膚が壊死すると黄色から黒っぽくなり、周りが炎症を起こ
して赤く腫れてきます。さらに感染を起こして膿が溜まることもあり、そうなると高熱が出ることも
あります。

　あらかじめ骨の突出部にかかる圧力を分散させることが重要です。床ずれができそうな人は体圧を
分散する寝具（エアマットレス・ウレタンフォームマットレスなど）を使用し、骨への圧力を軽減します。そ
して数時間ごとに体位を変えてあげます。また、日中座りっぱなしの人は時々お尻を持ち上げるよう
にします。
　さらに、骨が出ている部分は体や寝具の重みなどで圧迫されるので、スポンジや枕で浮かせるなど、
寝具の重みがかからないような工夫をしましょう。加えて、普通ならまったく気にならないシーツや衣
類の縫い目やノリのききすぎたシーツなどが皮膚を摩擦してしまうこともあるので、注意しましょう。
　皮膚が乾燥していると皮膚が傷つきやすくなりますので、入浴後や体を拭いた後に保湿クリームを
使って皮膚を保護します。さらに全身を清潔に保つことも大事なポイントです。汗や飲食物で寝具や
寝間着が汚れた場合もすぐに取り替えるようにします。特に尿失禁と便失禁に対するケアは褥瘡の予
防上、とても重要です。皮膚清浄・清拭剤を使って常に皮膚を清潔にし、皮膚保護材やワセリンを塗っ
て、排泄物の刺激から保護します。局所が蒸れないよう、また清潔に保つためにお小水の管を入れる
場合もあります。下剤を上手く使って排便のコントロールをすることも大切です。
　栄養状態がよくないことも褥瘡の発症・進行に大きく影響します。

　できないように予防することが一番ですが、できてしまったら早期の対応が重要です。重篤になる
と、筋肉や骨にまで及び、時には生命に影響することもあります。
　介護する人ひとりで責任を背負わず、医師や介護に関わる人々と相談し協力しあって進めていきま
しょう。

褥
じょく

瘡
そう

について

第８回

▶︎次回は、「地域連携室」について紹介します。

副院長　藤 川  透
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募
　
集

　

令
和
６
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
資
格
免
許
職
】

１
、
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

⑴
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）	

若
干
名

　

⑵
看
護
助
手	

若
干
名

２
、
受
験
資
格

　

⑴
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

看
護
師
等
の
資
格
を
有
す
る
者
、
ま
た
は

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得

見
込
み
の
者

　

⑵
看
護
助
手

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
程
度

を
卒
業
し
た
者
。
な
お
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
が
望
ま
し
い
。

　

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格
を

　
　

有
す
る
者

　

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修
了
し
た
者

　
　

ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
同

令
和
６
年
度 

津
南
町
職
員
募
集

　
　

研
修
修
了
見
込
み
の
者

　

⑶
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
　

す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分

を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を

経
過
し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入

し
た
者

３
、
試
験
日
時
及
び
会
場

　

面
接
試
験

　

⑴
対
象
者

　

看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）、
看
護
助
手

の
受
験
申
込
者

　

⑵
期
日
等

　

12
月
上
旬
に
町
立
津
南
病
院
で
実
施
す

る
予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所
等
に

つ
い
て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に
通
知
し

ま
す
。

４
、
受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

　

⑴
申
込
期
間

　
　

10
月
20
日
㈮
か
ら
11
月
20
日
㈪
ま
で

㊟
１	

郵
送
の
場
合
は
、
11
月
20
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

２	

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・

日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。）
受
け

付
け
ま
す
。

　

⑵
申
込
場
所

　
　

津
南
町
役
場　

総
務
課

５
、
受
験
手
続

　

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡

　

戊
５
８
５
番
地

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押

印
し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を

貼
り
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

令
和
６
年
度 

津
南
地
域
衛
生 

施
設
組
合
職
員
募
集

　

令
和
６
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
地
域

衛
生
施
設
組
合
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

１
、
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

⑴
一
般
行
政
職
（
組
合
業
務
全
般
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名
程
度

２
、
受
験
資
格

⑴
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

⑵
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
、
十
日
町
市
及
び
長
野
県
栄
村

職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受

け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結

成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

３
、
試
験
日
時
及
び
会
場

　

⑴
対
象
者

　
　

一
般
行
政
職
の
受
験
申
込
者

　

⑵
期
日
等

　
　

11
月
下
旬
に
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
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く
ら
し

　

に
お
い
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
試
験
の

　

日
時
、
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第

　

対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

　

⑶
試
験
の
方
法

　
　

①
作
文
試
験

　
　
　

テ
ー
マ
に
基
づ
く
記
述
式
の
作
文
試

　
　

験
を
行
い
ま
す
。

　
　

②
面
接
試
験

　
　
　

受
験
者
に
対
す
る
個
人
面
接
試
験
を

　
　

行
い
ま
す
。

　

※
作
文
試
験
及
び
面
接
試
験
は
、
同
日
に

　
　

行
い
ま
す
。

　

⑷
合
格
発
表　

　
　

12
月
上
旬
に
決
定
し
、　

受
験
者
全
員

　

に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

４
、
受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

　

⑴
申
込
期
間

　
　

10
月
20
日
㈮
か
ら
11
月
10
日
㈮
ま
で

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
11
月
10
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

２　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、土
・

日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。）
受

け
付
け
ま
す
。

　

⑵
申
込
場
所

　
　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合　

総
務
係

５
、
受
験
手
続

　

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合　

総
務
係

　

〒
９
４
９
‐
８
２
０
１

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡

　

戊
２
０
１
３
番
地

　
　

℡
７
６
５
‐
３
４
９
５　

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押

印
し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を

貼
り
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
終
学
歴
の
成
績
証
明
書
及
び

卒
業
証
明
書
（
見
込
み
書
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合　

総
務
係

　

℡
７
６
５
‐
３
４
９
５

令
和
６
年
度 

津
南
町
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
募
集

要
援
護
世
帯
の
除
雪
に

対
す
る
援
助

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
令
和
６
年

４
月
に
採
用
す
る
職
員
（
事
務
局
長
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
ふ

く
し
か
つ
ど
う
10
月
５
日
号
ま
た
は
社
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://tsunan-shakyo.or.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
７
６
５
‐
３
７
７
４

　

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
身

体
障
害
者
の
か
た
等
に
対
し
て
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
玄
関
先
（
避
難
路
）
の
除
雪
費
、

融
雪
屋
根
の
灯
油
代
を
援
助
す
る
事
業
を

　

11
月
８
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

11
月
８
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
新
た
に
援
助
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯

①
65
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯

②
世
帯
主
が
身
体
障
害
１
〜
４
級
の
世
帯

③
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
義
務
教
育
修
了

前
の
児
童
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

④
そ
の
ほ
か
要
援
護
に
準
ず
る
世
帯

【
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。】

①
生
活
保
護
世
帯

②
町
民
税
課
税
世
帯

③
世
帯
員
の
ど
な
た
か
が
、
世
帯
外
の
か

た
の
税
法
上
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い

る
世
帯

④
親
戚
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
る
世
帯
（
子

や
孫
の
協
力
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。
）

⑤
現
に
居
住
し
て
い
な
い
住
居

■
援
助
内
容

　

除
雪
利
用
券
の
配
布
ま
た
は
融
雪
屋
根
用

の
灯
油
代
補
助
を
行
い
ま
す
。（
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
助
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。）

■
申
請
方
法

　

各
地
区
担
当
民
生
委
員
が
ご
自
宅
を
訪
問

し
、世
帯
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
の
で
、

民
生
委
員
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

11
月
８
日
㈬
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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町
が
７
月
10
日
に
給
付
金
の
対
象
と
な
り

う
る
世
帯
の
世
帯
主
宛
に
発
送
し
た
、
津
南

町
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
に
係
る
「
支
給

要
件
確
認
書
」
に
つ
い
て
、
返
送
期
限
が
１

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
返
送
が
お

済
で
な
い
か
た
は
お
早
め
に
ご
返
送
く
だ
さ

い
。
期
限
ま
で
に
返
送
が
な
い
場
合
は
、
給

付
金
の
支
給
を
辞
退
し
た
と
み
な
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変
し
た
こ
と

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
家
計
急
変
世
帯
の
給
付

金
申
請
期
限
も
同
日
で
す
。
次
の
判
定
基
準

を
参
考
に
、
対
象
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は

福
祉
保
健
課
福
祉
班
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
請
書
等
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
町
の
職
員
が

給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

等
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
な
電
話
や
郵
便
物
が
届
い
た
ら
、

町
や
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

津
南
町
公
民
館
で
は
、W

indow
s

パ
ソ

コ
ン
用
ソ
フ
ト
ワ
ー
ド 

（M
icrosoft　

W
ord

）

及
び
エ
ク
セ
ル
（M

icrosoft　

Excel

）
の
基

本
的
な
操
作
等
を
習
得
し
、
日
常
生
活
に
有

効
に
活
用
で
き
る
能
力
を
短
期
間
で
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
ワ
ー
ド
初
級
編
」と「
エ

ク
セ
ル
初
級
編
」
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
ワ
ー
ド
ソ
フ
ト
お
よ
び
エ
ク
セ

ル
ソ
フ
ト
の
基
礎
的
な
操
作
に
な
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
自
体
の
操
作
方
法
は
、
講
習
中
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
ワ
ー
ド
初
級
編
】

■
日
程

　

11
月
13
日
㈪
、
11
月
15
日
㈬

【
判
定
基
準
】

津
南
町
低
所
得
世
帯
支
援
給
付

金
に
係
る「
支
給
要
件
確
認
書
」

の
返
送
は
お
済
み
で
す
か
？

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を

習
得
し
ま
し
ょ
う
！

～
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
ご
案
内
～

　

町
で
は
高
齢
者
の
自
主
的
活
動
の
場
や
健

そ
だ
き
苑
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
そ
だ
き
苑
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

段
野
団
地

■
開
苑
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

※
お
風
呂
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
休
日

　

・
毎
週
月
曜
日
及
び
火
曜
日

　

・
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
ま
で

■
利
用
者
の
範
囲

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
の
か
た

が
優
先
さ
れ
て
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
が
、
ど

な
た
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

■
使
用
料
（
11
月
～
３
月
の
冬
期
料
金
）

　

町
内
（
60
歳
以
上
）	

１
２
０
円

　

町
内
（
60
歳
未
満
）	

２
４
０
円

　

町
外	

３
６
０
円

■
そ
の
他

　

高
齢
者
福
祉
相
談
員
が
心
配
や
悩
み
を
解

消
す
る
た
め
生
活
相
談
等
に
応
じ
ま
す
。

　

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

場
所　

そ
だ
き
苑
内　

１
階　

談
話
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

魚
沼
基
幹
病
院
診
療
制
限
の

お
知
ら
せ

　

電
子
カ
ル
テ
の
更
新
の
た
め
、
次
の
期
間

中
は
救
急
外
来
を
制
限
し
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
受
診
が
必
要
な
と
き
は
、
事

イ
ベ
ン
ト

扶養している親族の状況 非課税相当収入限度額
※給与収入の場合

参考：
月額の目安限度額

単身又は扶養親族がいない場合 93.0 万円 7 万 7500 円

配偶者・扶養親族（1 名）を扶養している場合 137.8 万円 11 万 4833 円

配偶者・扶養親族（計 2 名）を扶養している場合 168.0 万円 14 万円

配偶者・扶養親族（計 3 名）を扶養している場合 209.7 万円 17 万 4750 円

配偶者・扶養親族（計 4 名）を扶養している場合 249.7 万円 20 万 8083 円

障害者、未成年者、寡婦、ひとり親の場合 204.3 万円 17 万 250 円

前
に
必
ず
電
話
で
病
状
を
相
談
し
許
可
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
事
前
連
絡
な
く
来
院
し
た

場
合
は
、
診
察
を
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
制
限
期
間

　

11
月
３
日（
金
・
祝
）　

午
前
６
時
か
ら

　

11
月
４
日
㈯　

午
後
３
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

魚
沼
基
幹
病
院

　

℡
０
２
５
‐
７
７
７
‐
３
２
０
０
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第
28
回 

津
南
町
社
会
福
祉

大
会
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

参
加
者
募
集

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
28
回

津
南
町
社
会
福
祉
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
子
ど
も
食
堂
を

テ
ー
マ
に
津
南
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

11
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

■
講
師

　

新
潟
県
立
大
学　

教
授

　

に
い
が
た
子
ど
も
食
堂
研
究
会　

会
長

　

小
池　

由
佳　

様

　

11
月
20
日
㈪
、
11
月
22
日
㈬

【
エ
ク
セ
ル
初
級
編
】

■
日
程

　

11
月
29
日
㈬
、
11
月
30
日
㈭

　

12
月
４
日
㈪
、
12
月
６
日
㈬

※
各
回
と
も
原
則
４
日
間
参
加
で
き
る
か
た

と
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

■
時
間　

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時

■
会
場　

津
南
町
公
民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

■
定
員　

最
大
10
名　

■
参
加
費

　

各
回
１
，
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
受
講
料
込
）

■
申
込
締
切

　

ワ
ー
ド
初
級
編
：
11
月
３
日（
金
・
祝
）

　

エ
ク
セ
ル
初
級
編
：
11
月
20
日
㈪

■
そ
の
他

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
はoffi

ce2013

以
降
と

し
ま
す
。

・W
indow

s

はW
indow

s10

以
降
と
し

ま
す
。

・
こ
の
講
習
会
は
パ
ソ
コ
ン
自
体
の
講
習

で
は
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
式
典　

　

午
後
２
時
〜
記
念
講
演　

　

落
語
家　

二
代
目	

林
家
木
久
蔵
氏

■
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
ふ

く
し
か
つ
ど
う
10
月
５
日
号
の
チ
ラ
シ
ま
た

は
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
https://tsunan-shakyo.or.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
７
６
５
‐
３
７
７
４

　

魚
沼
の
美
酒
・
美
食
が
浦
佐
駅
に
大
集

合
！
駅
の
中
で
魚
沼
地
域
お
よ
そ
10
酒
蔵
に

よ
る
日
本
酒
の
飲
み
比
べ
（
有
料
）
や
販
売
、

屋
外
特
設
ブ
ー
ス
で
は
地
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン

の
他
、
飲
食
店
や
福
島
県
か
ら
の
特
産
品
も

販
売
予
定
で
す
。
お
酒
好
き
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
連
れ
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
（
予
定
）

　

11
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

　

11
月
12
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

■
会
場

　

Ｊ
Ｒ
浦
佐
駅
１
階
・
２
階
及
び
大
和
商
工

会
周
辺
特
設
会
場

■
そ
の
他

　

雨
天
決
行
・
荒
天
中
止
。
祭
り
当
日
は
浦

佐
駅
西
口
か
ら
大
和
商
工
会
ま
で
の
区
間
で

車
両
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

魚
沼
ほ
ろ
酔
い
祭
り
実
行
委
員
会

　
（
事
務
局
：
ヤ
マ
ト
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
０
２
５
‐
７
８
８
‐
０
８
４
６

「
魚
沼
ほ
ろ
酔
い
祭
り
」開
催

■
参
加
費

　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。）

■
申
込
締
切　

11
月
２
日
㈭

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
７
６
５
‐
３
７
７
４

津南町公式LINE 「つながる、つなん」

　津南町公式ライン「つながる、つなん」をご存じでしょうか？町のイベン
ト情報や空き家バンク・求人情報がお持ちのスマートフォンに届きます。ま
た、U	・I	ターン者向けに移住情報も発信しています。登録は右のQR	コー
ドを読み込んで「追加」を押してください。

■お問い合わせ：観光地域づくり課　℡025-765-5454 QRコードを
読み取ってください
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■お問い合わせ　　自衛隊新潟地方協力本部長岡出張所　℡０２５８－３３－０２５６
　　　　　　　　　総務課総務班　℡０２５－７６５－３１１２

■一般曹候補生（第３回目）

応 募 資 格 18 歳以上 33 歳未満の者
（32 歳の者は、採用予定月の末日現在、33 歳に達していない者）

受 付 期 間 令和５年９月６日㈬から１１月３０日㈭まで

一 次 試 験 令和５年１２月９日㈯から１４日㈭のいずれか１日を指定

■自衛官候補生（第４回目）

応 募 資 格 18 歳以上 33 歳未満の者
（32 歳の者は、採用予定月の末日現在、33 歳に達していない者）

受 付 期 間 令和５年９月９日㈯から１１月２日㈭

一 次 試 験 令和５年１１月１０日㈮から１２日㈰の期間で web 試験を実施

令和５年度 一般曹候補生及び自衛官候補生の募集について
自衛隊新潟地方協力本部から一般曹候補生及び自衛官候補生の募集のお知らせです。インター
ネットからの応募も受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

津南町総合センター体育館利用休止のお知らせ

体育館照明LED化工事のため

利用休止といたします。

ご理解とご協力をお願いいたします。

津南町教育委員会

令和５年11月6日㈪から
令和５年12月8日㈮まで
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広報 18令和５年10月号

　

８
月
11
日
㈮
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、第
12
回
つ
な
ん
認
知

症
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は「
最
期
く
ら
い
自
分
ら
し
く
過

ご
し
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
～
今
か
ら

始
め
る
終
活
～
」を
テ
ー
マ
に
、十
日
町
市

に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
十と

い
ろ
さ

ん
か
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
終
活
」と
は
人
生
の
終
焉
を
考
え
る
こ

と
を
通
じ
て
、自
分
を
み
つ
め
、今
を
よ
り

良
く
自
分
ら
し
く
生
き
る
活
動
の
こ
と

（
一
般
社
団
法
人
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
定
義
）。

　

講
演
は
、夫
亡
き
後
に
一
人
暮
ら
し
と

な
っ
た
妻
を
モ
デ
ル
と
し
て
、老
後
の
生
活
、

亡
き
夫
の
財
産
、自
分
の
葬
式
な
ど
に
つ
い

て
十と

い
ろ
が
相
談
に
応
じ
る
と
い
う
内
容

で
寸
劇
を
交
え
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

誰
も
が
直
面
す
る
終
活
の
悩
み
を
寸
劇

を
通
し
て
、わ
か
り
や
す
く
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
の
名
演
技
に
よ
り
、会

場
か
ら
笑
い
声
も
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

気楽に相談できる窓口があることを知ることが
できて良かった。

とてもわかりやすかった。終活について認知症に
なる前に母に伝えようと思った。

終活について寸劇を交えながらの説明でとてもわかり
やすかった。家族のことも実家の親のことも少しずつ
考えなくてはと改めて思った。

フォーラムでの
アンケートの一部を紹介します★

心配なんだてぇ～

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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↑髙橋チハヤさん（小島）

↑石澤トシイさん（駒返り）↑大西ミイさん（陣場下）

↑中澤　雛さん（グループホームひまわり）

↑左から田中マサヱさん、江村スイさん（みさと苑）

↑宮川キワさん（かりんの里）

↑下段左から井ノ川ハルさん、髙橋イトさん、
　大口タツさん、山田キクエさん（恵福園）

↑髙橋幸枝さん（グループホームゆうゆ）

　

津
南
町
で
は
24
名
の
か
た
が
今
年
度
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。９
月
18
日
の「
敬
老
の
日
」に
は
、訪
問
を
希
望
さ

れ
た
か
た
の
ご
自
宅
を
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
長
の
長
谷
川
様
と
桑
原
町
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。長
谷
川

様
か
ら
は
内
閣
総
理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
、桑
原
町
長
か
ら
は
町
長
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
敬
老
の
日

　
　
　
～
い
つ
ま
で
も
元
気
で
～



いきいき
大好き
津南町
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災
害
か
ら

　

い
の
ち
を
守
る
た
め
に

や
っ
て
み
よ
う
！

家か

族ぞ
く

防ぼ
う

災さ
い

会か
い

議ぎ

　

災
害
は
、家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
る
時
に
発

生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。い
ろ
い
ろ
な
状

況
を
考
え
て
、事
前
に
話
し
合
い
、家
族
内
で

ル
ー
ル
を
作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１
、
避
難
場
所
と
避
難
経
路
を

　
　

話
し
合
い
ま
す

２
、
家
族
の
安
否
確
認
を
す
る

　
　

方
法
を
決
め
ま
す

５
、
ペ
ッ
ト
の
防
災
準
備
も

　
　

忘
れ
ず
に

６
、
新
潟
県
防
災
ナ
ビ
を
活
用

■ L 字金具を使う時は、ボルトを強
い柱や丈夫な壁に取り付ける。

■観音開きの扉のついた家具は、ス
トッパーを付け、中身の飛び出し
を防ぐ。

■吊り下げ棚はつりひもを強くする、
ふちに滑り止めを付ける。

■ガラスには飛散防止フィルムを貼
る。

■家具と床の間に板などを挟み、家
具を壁側に傾かせる。

■災害用伝言ダイヤル（171）
　被災地の人が安否情報（伝言）を音声で録音（登録）する
ことで、全国からその音声を再生（確認）できます。
※携帯電話の番号を利用しての録音・再生はできません。

携帯電話から自宅の固定電話の番号を入力して録音・再
生することはできます。

■災害用伝言版（携帯電話・スマートフォン）
　災害時は携帯電話各社の公式サイトのトップページに災
害用伝言版の案内が表示されます。被災地の人が文字で伝
言を登録し、全国から確認することができます。

３
、
家
具
・
家
電
製
品
を
固
定

４
、
最
低
３
日
分
の
備
蓄
を
用
意

　

災
害
発
生
時
に
ま
ず
逃
げ
る
場
所（
指
定
緊

急
避
難
所
）や
、避
難
生
活
を
送
る
施
設（
指
定

避
難
所
）を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。家
族
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
や
会
社
な
ど
の
避
難
場
所
の
確
認
も

合
わ
せ
て
し
て
お
く

と
安
心
で
す
。市
町
村

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、

地
域
の
危
険
性（
洪
水
、

土
砂
災
害
な
ど
）を
確
認

で
き
ま
す
。

　

災
害
の
発
生
直
後
は
、電
話
が
通
じ
に
く

く
な
る
な
ど
、お
互
い
の
安
否
確
認
が
難
し
く

な
り
ま
す
。災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
活
用
な

ど
、連
絡
方
法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
切
な
家
族
の
一
員
の
ペ
ッ
ト
、い
ざ
と
い

う
時
の
準
備
や
預
け
先
の
確
保
も
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

□
３
日
分
の
フ
ー
ド
と
飲
料
水
、食
器

□
排
泄
用
品
、猫
砂
、ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ

□
引
き
綱
、首
輪
、迷
子
札

□
バ
ス
タ
オ
ル
、ブ
ラ
シ

□
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
、

　

簡
易
ケ
ー
ジ

□
動
物
の
写
真
、鑑
札
、

　

注
射
済
票

　

新
潟
県
公
式
ア
プ
リ「
新
潟
県
防
災
ナ
ビ
」

で
は
地
域
ご
と
の
災
害
危
険
度
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

地
震
の
時
、倒
れ
て
き
た
家
具
の
下
敷
き
に

な
っ
て
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
、家
具
の
配
置

を
見
直
し
、固
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

備
蓄
は
、定
期
的
に
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど

を
使
い
、そ
の
分
を
補
充
す
る「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
」が
有
効
で
す
。断
水
や
渋
滞
な
ど
に

備
え
、携
帯
ト
イ
レ
も
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
非
常
食 

（
調
理
の
必
要
の
な
い
物
、必
要
に
応
じ
、

ア
レ
ル
ギ
ー
食
も
）

□
水 （
5
0
0
m
l
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
数
本
）

□
衛
生
・
救
急
用
品
・
常
用
薬

□
ト
イ
レ
用
品 （
携
帯
ト
イ
レ
、ご
み
袋
等
）

□
懐
中
電
灯
、携
帯
ラ
ジ
オ

□
充
電
器
、乾
電
池

□
現
金 （
公
衆
電
話
用
に

　

10
円
を
多
め
に
）

□
通
帳
や
証
書
の

　

コ
ピ
ー

今月は
星名由紀子

保健師
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　日本人の 2 人に 1 人はがんにかかり、4 人に 1 人はがんで亡くなっています。（国立がん研究セン
ターがん情報サービスより）1981 年以降、がんは日本人の死因の第 1 位となっています。
　がんは初期の段階では自覚症状がないため、気づかないうちに進行してしまいます。
自覚症状が現れた時にはすでに命の危険にさらされていて、手遅れになっていることも少なくあ
りません。がんは早期発見できれば十分に治療が可能です。がんの早期発見のためには、自覚症状のないうちか
ら定期的に検診を受けることが大切です。
　また、がん検診で「要精密検査」の結果が出たり、何かしらの症状がある場合には、必ず医療機関を受診しましょう。

　がんの発症には、さまざまな要因が関係していますが、特に多いのは生活習慣や感染によるものです。
生活習慣・生活環境の改善・見直しによりがんを予防しましょう。

　町の健（検）診をお申し込みで、まだ受診されていないかたへ、福祉保健課から案内文をお送りしています。
今年度の町の健（検）診も残すところ 11 月のみとなりました。まだ受診されていないかたは、忘れずに必
ず受診しましょう。
　また、申し込みをしていないかたで受診を希望される場合には、福祉保健課健康班までご連絡ください。

○健康診査及び胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺がん検診
　［日時］11月10日㈮　午前8時30分～11時
	 　11月11日㈯　午前8時30分～10時30分
　［会場］町総合センター

〇乳がん・子宮頸がん検診
　［日時］11月18日㈯　午前9時～11時30分
　［会場］町保健センター

たばこは吸わない1条

他人のたばこの煙を避ける2条

お酒はほどほどに3条

バランスの取れた食生活を4条

塩辛い食品は控えめに5条

野菜や果物は不足にならないように6条

適度に運動7条

適切な体重維持8条

ウイルスや細菌の感染予防と治療9条

定期的ながん検診を10条

身体の異常に気がついたら、すぐに受診を11条

正しいがん情報でがんを知ることから12条

がん検診、受けていますか？
～10月はがん検診受診率向上に向けた集中キャンペーン月間です～

早期発見は進行後の発見よりも、生存率が高い！

がんを防ぐための新12か条

令和5年度 11月健（検）診のご案内

【お問い合わせ先】　福祉保健課健康班　℡765-3114

出典：がんの統計 2022　全国がんセンター協議会加盟施設における 5 年生存率（2011 ～ 2013 年診断例）

出典：公益財団法人がん研究振興財団「がんを防ぐための新 12 か条」

胃がん 肺がん 大腸がん（直腸） 乳がん 子宮頸がん

ステージⅠ 98.7% 85.6% 97.8% 100% 93.6%
ステージⅣ 6.2% 7.3% 27.9% 38.8% 26.5%

今月は
滝沢 琴音

保健師
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長井 惇子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
、秋
山
郷
担
当
の
長
井
で
す
。

　

稲
刈
り
が
終
わ
り
、一
気
に
秋
の
空
気
に

な
り
ま
し
た
。寒
さ
が
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い

身
体
に
染
み
渡
り
ま
す
。山
の
色
も
段
々
と

色
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
、今
年
の

紅
葉
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　

津
南
に
来
て
２
年
が
過
ぎ
、た
び
た
び

「
津
南
の
魅
力
と
は
？
」に
つ
い
て
考
え
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。高
く
積
も
る
雪
、清
ら

か
な
水
、お
い
し
い
お
米
や
野
菜
、各
集
落

の
お
祭
り
や
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
、美
し
い

風
景
。こ
ん
な
に
も
資
源
に
溢
れ
た
場
所

は
、そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。言
葉
で
は

表
し
尽
く
せ
な
い
魅
力
も
数
々
。雪
が
あ

る
の
に
桜
が
咲
き
、真
夏
な
の
に
紫
陽
花
が

咲
い
て
い
て
、季
節
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

よ
う
で
し
て
い
な
い
。東
京
で
は
早
朝
だ
ろ

う
が
い
や
に
な
る
ほ
ど
暑
か
っ
た
夏
が
、津

南
で
は
朝
晩
爽
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
。

S
N
S
で
、で
き
る
だ
け
届
け
た
い
と
写
真

や
動
画
を
投
稿
し
て
い
ま
す
が
、や
は
り
肌

を
撫
で
る
空
気
と
共
に
味
わ
っ
て
こ
そ
。項

目
だ
け
が
大
事
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
お
う
と
、

身
近
な
友
人
を
呼
ん
で
は
町
を
案
内
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
は
あ

り
ま
す
か
？	

　

私
は
結
東
か
ら
見
え
る
山
の
風
景
が
好

き
で
、ぼ
う
っ
と
眺
め
る
時
間
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。青
空
が
見
え
て
い
る
の
に
向

か
い
の
山
に
は
厚
い
雲
が
か
か
っ
て
い
た
り
、

川
か
ら
モ
ヤ
モ
ヤ
と
雲
が
出
て
き
た
り
。向

か
い
の
山
か
ら
雨
雲
が
迫
っ
て
き
て
、順
番

に
道
路
が
濡
れ
て
い
き
自
分
の
家
ま
で
雨

が
到
着
す
る
様
子
を
眺
め
た
り
。小
さ
い

雲
が
空
の
大
き
な
雲
と
繋
が
る
様
子
を
眺

め
た
り
、は
た
ま
た
雲
一
つ
な
い
青
空
と
緑

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
楽
し
ん
だ
り
。刻
一
刻

と
表
情
を
変
え
て
い
く
山
の
景
色
が
、私
に

と
っ
て
は
毎
日
新
鮮
で
、飽
き
る
こ
と
の
な

い
お
気
に
入
り
の
風
景
で
す
。

　

家
族
や
友
人
を
招
い
て
は
、そ
の
山
の
風

景
を
一
緒
に
眺
め
な
が
ら
B
B
Q
を
し
て
い

ま
す
。集
落
の
人
に
は
匂
い
で
バ
レ
て
し
ま

う
よ
う
で
、ま
た
や
っ
て
い
る
の
か
と
笑
わ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、私
の
お
気
に
入

り
を
骨
の
髄

ま
で
味
わ
っ

て
も
ら
う
た

め
、こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い

き
ま
す
。

農
業
の

知
識

豆

令
和
６
年
度 

国
農
業

関
係
予
算
の
概
算
要
求
の
概
要

　

来
年
度
の
国
農
業
関
係
予
算
に
関
し
、
農

林
水
産
省
は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
、
環

境
対
応
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
の
３
本
柱
を

中
心
に
、
若
者
等
が
農
業
に
取
り
組
め
る

環
境
整
備
、
農
山
漁
村
の
次
世
代
へ
の
継

承
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
、
総
額

２
兆
7
，
2
0
9
億
円
を
財
務
省
に
要
求

し
て
い
ま
す
。

　

国
予
算
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
の
査
定
・

調
整
を
経
て
、
12
月
下
旬
に
概
算
決
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/budget/

r6yokyu.htm
l

〈
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

構
造
転
換
〉

○
米
粉
専
用
品
種
の
開
発
、
新
商
品
開
発
な

ど
米
粉
の
利
用
拡
大
の
推
進

　

米
粉
の
利
用
拡
大
支
援
対
策
事
業

	

　
　
　

	…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30
億
円

〈
生
産
資
材
の
確
保
・
安
定
供
給
〉

○
国
内
肥
料
資
源
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
堆

肥
等
の
高
品
質
化
・
ペ
レ
ッ
ト
化
に
よ
る

広
域
流
通
の
促
進　

等

　

国
内
資
源
の
肥
料
利
用
拡
大
…
…
36
億
円

【
主
な
新
規
・
拡
充
項
目
】

１
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

〈
多
様
な
農
業
人
材
の
育
成
・
確
保
〉

○
地
域
計
画
の
策
定
に
向
け
た
協
議
等
の
取

組
へ
の
支
援
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活

用
し
た
農
地
の
集
約
化　

等

　

地
域
受
け
皿
経
営
体
育
成
協
力
金
交
付
事
業

	

　
　
　

	…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27
億
円

○
新
規
就
農
の
推
進
、
農
業
教
育
機
関
に
お

け
る
有
機
農
業
等
の
教
育
の
充
実　

等

　

新
規
就
農
者
の
育
成
…
…
2
2
1
億
円

２
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展

○
農
山
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
棚
田

地
域
振
興
や
地
域
づ
く
り
人
材
の
育
成　

等

　

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
… 

1
1
7
億
円

３
、
農
村
の
振
興
（
農
村
の
活
性
化
）

○
化
学
肥
料
低
減
等
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系

へ
の
転
換
、
有
機
農
産
物
の
生
産
・
需
要

拡
大　

等

　

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

　

推
進
総
合
対
策
…
…
…
…
…
…
…
30
億
円

４
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
よ
る

　
　

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た
取
組
強
化
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『神の呪われた子』	……………………………………石

いし

田
だ

　衣
い

良
ら

●『サドンデス』	………………………………………………相
あい

場
ば

　英
ひで

雄
お

●『ヒロイン』	 ……………………………………………………桜
さくら

木
ぎ

　紫
し

乃
の

●『いまこそガーシュウィン』	……………中
なか

山
やま

　七
しち

里
り

●『777』	…………………………………………………………伊
い

坂
さか

　幸
こう

太
た

郎
ろう

●『ロング・ロード』	………………………………………堂
どう

場
ば

　瞬
しゅん

一
いち

●『緊立ち』	 …………………………………………………………乃
の

南
なみ

　アサ
●『あなたが誰かを殺した』	 …………………東

ひがし

野
の

　圭
けい

吾
ご

【子どもの本】 
●『最高のともだち』	……………………………………………… 講談社
●『波あとが白く輝いている』	……………………… 講談社
●『ふしぎ駄菓子屋銭天堂20』	…………………… 偕成社
●『ココロノナカノノノ』	………………………光

みつ

村
むら

図
と

書
しょ

出
しゅっ

版
ぱん

●『ねみちゃんのチョッキ』	 ……… なかえ　よしを
●『パンどろぼうとほっかほっカー』
	 ……………………………………………………………………………柴

しば

田
た

　ケイコ
●『ハロウィンセブン』	 …………… もとした　いづみ
●『へんしんやきいも』	 …………… あきやま　ただし

　

日
増
し
に
秋
が
深
ま
り
、朝
晩
は
肌

寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。寒
さ
対
策
を
怠
ら
ず
に
お
身
体
に

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

10
月
は
読
書
週
間
が
あ
り
ま
す
。「
読

書
の
秋
」と
い
う
こ
と
で
ぜ
ひ
公
民
館

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。た
く
さ

ん
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

～
私
の
ペ
ー
ス
で  

し
お
り
は
進
む
～

・
・
・
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
・
・
・

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
ま
で
は
読

書
週
間
で
す
。開
催
期
間
は
も
と
も
と

「
文
化
の
日
を
中
心
と
し
た
２
週
間
」と

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、こ
の
運
動

が
全
国
的
に
広
が
っ
た
影
響
を
受
け
て
、

始
ま
り
の
10
月
27
日
は
2
0
0
5
年
か

ら「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」と
い
う
記

念
日
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ん
で
も「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
平

和
な
文
化
国
家
を
作
ろ
う
」と
い
う
考

え
の
も
と
で
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

電
子
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
伴
い
、世

の
中
の
情
報
伝
達
の
流
れ
は
、大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。で
す
が
、使
い

手
は
人
間
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。人
間
性
の
育
み
に
、「
本
」が

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
今
後
も

変
わ
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
私
の
ペ
ー
ス
で	

し
お
り
は
進
む
」

が
今
年
の
標
語
で
す
。標
語
の
応
募
者

は「
し
お
り
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
本

も
あ
れ
ば
、一
気
に
読
ん
で
し
ま
う
本

も
あ
り
。読
み
終
え
れ
ば
ど
ち
ら
も
、充

実
感
や
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
心
に
残
る
物
語
と
の
出
会

い
を
求
め
て
、私
の
ペ
ー
ス
で
読
書
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
思
い
を

込
め
て
い
ま
す
。

　

読
書
に
限
ら
ず
趣
味
と
い
う
も
の
は
、

誰
か
ら
も
や
ら
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な

く
、自
分
が
好
き
だ
か
ら
や
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。そ
こ
に「
義
務
感
」や「
や
ら
さ

れ
て
い
る
感
」が
あ
っ
て
は
楽
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。大
切
な
の
は「
自
由
」で「
自
分

次
第
」で
あ
る
こ
と
。す
な
わ
ち
標
語
の

と
お
り「
私
の
ペ
ー
ス
」で
良
い
の
で
す
。

時
間
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
、一
気
読
み

す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。疲
れ
て
気
分

が
乗
ら
な
い
と
き
に
は
読
書
を
休
む
の

も
ま
た
良
い
で
し
ょ
う
。読
書
を
愛
す

る
皆
さ
ん
の
読
書
週
間
が
よ
り
良
い
も

の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。た
だ
し
、読
書

に
熱
中
し
す
ぎ
て
寝
不
足
に
な
ら
な
い

よ
う
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

■
開
室
時
間

　

平　

日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

土
日
祝　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
休
館
日　

10
月
30
日
㈪
、11
月
27
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間（
※
予
約
が
な
い

場
合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・

予
約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図

書
室　

W
e
b
O
P
A
C
」で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

サムシングオレンジ

　スポーツの秋、読書の秋にぴったりな本をご
紹介します。アルビレックス新潟のホームタウン
の新潟の町で様々な人生を描いた、新しいタイ
プのサッカー短篇集となっています。第１巻は
サッカー本大賞 2022を受賞し、今年に第２、
３巻が刊行されました。アルビ愛のあるサポー
ター、ファンが楽しめるシリーズです。

藤
ふじ

田
た

　雅
まさ

史
し

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

10月 −神
か ん

無
な

月
づ き

−

10月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

一ひ
と
ば
ん晩

で
全す

べ

て
の
汚よ

ご

れ
を
隠か

く

す
よ
う

降ふ

り
続つ

づ

く
雪ゆ

き

溶と

け
て
流な

が

れ
よ　
　
　
　
　

山
本
光
一

隣り
ん

席せ
き

の
人ひ

と

に
気き

づ
か
い
座す

わ

り
い
て

電で
ん

車し
ゃ

降お

り
れ
ば
肩か

た

凝こ

り
と
な
る
（
中
央
線
）

　
　
　
　
　
　

江
村
美
智
代

蔓つ
る

を
延の

ば
し
空そ

ら

に
向む

か
っ
て
伸の

び
て
ゆ
く

モ
ッ
コ
ウ
バ
ラ
は
亡な

き
義ち

ち父
植う

え
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
香
代
子

寒さ
む

い
夜よ

る

家か

族ぞ
く

揃そ
ろ

っ
て
床と

こ

に
入い

り

あ
み
だ
の
ご
と
く
手て

足あ
し

か
ら
ま
す　
　
　

江
村
大
輔

朝あ
さ

露つ
ゆ

に
濡ぬ

れ
た
る
路ろ

じ地
を
歩あ

ゆ

み
行ゆ

く

足あ
し

元も
と

に
藍あ

い

の
露つ

ゆ

草く
さ

咲さ

け
り　
　
　
　
　
　

津
端
恵
子

旅た
び
さ
き先
の
写し

ゃ

真し
ん

添そ

え
ら
れ
届と

ど

く
Ｌラ

イ

ン

Ⅰ
Ｎ
Ｅ

キ
ャ
ベ
ツ
切き

り
つ
つ
返へ

ん

事じ

に
迷ま

よ

う　
　
　

貝
澤
圭
子

旬し
ゅ
ん

の
物も

の

味あ
じ

わ
い
た
し
と
三み

っ
か日

間か
ん

細ほ
そ

き
秋さ

ん

ま
刀
魚
を
食し

ょ
く
た
く卓
に
出だ

す　
　
　
　
　

関
谷
郁
子

眠ね
む

れ
ぬ
夜よ

に
ふ
と
仰あ

お

ぎ
た
る
星ほ

し
ぞ
ら空
に

オ
リ
オ
ン
輝か
が
や

き
夏な

つ

は
終お

はわ

り
ぬ　
　
　

恩
田
久
美
子

父ち
ち

の
骨ほ

ね

を
子こ

ま
ご孫

ひ
孫ま

ご

と
手て

に
持も

ち
て

一ひ
と

片ひ
ら

ず
つ
を
墓は

か

に
納お

さ

め
つ
（
父
の
納
骨
）　　
　
　

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

太ふ
と

胡き

瓜う
り

昼ひ
る

の
畑は

た
け

に
ふ
て
腐く

さ

れ

遠と
ほ

花は
な

火び

音お
と

の
み
聞き

こ
え
皿さ

ら

洗あ
ら

ふ　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

壽
子

新し
ん

涼り
や
う

や
飯め

し

食く

ふ
椅い

す子
を
引ひ

き
寄よ

せ
て

乳ち
ち

八や

つ
に
子こ

犬い
ぬ

八は
ち

匹ひ
き

小こ

春は
る

か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

房
良

干ほ

さ
れ
あ
る
虫む

し

網あ
み

虫む
し

籠か
ご

小こ

長な
が

靴ぐ
つ

山や
ま

小ご

や屋
の
女を

ん
な

主し
ゅ

人じ
ん

の
イ
ヤ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緑

新に
い

盆ぼ
ん

や
形か

た

見み

と
な
り
し
父ち

ち

の
鍬く

は

外そ
と

孫ま
ご

の
帰か

へ

り
し
後あ

と

の
初し

ょ
し
う秋

か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
人

最さ
い

後ご

な
る
西す

い

瓜く
わ

た
た
い
て
熟じ

ゅ
く

度ど

み
る

休き
う

暇か

明あ
け

静し
づ

か
な
昼ひ

る

の
又ま

た

始は
じ

ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
舟

手た

折お

り
た
る
秋あ

き

の
野の

の
花は

な

み
づず

み
づず

し

今き
ょ
う日

知し

り
初そ

め
し
黄き

釣つ
り

舟ふ
ね

の
黄き　
　
　

小
野
寺
恒
代

一ひ
と
り人

住す

む
叔お

ば母
と
浜は

ま
べ辺

を
黙も

く

し
ゆ
く

燃も

ゆ
る
没い

り
陽ひ

の
沖お

き

静し
ず

か
な
り　
　
　
　

高
橋
春
枝

花は
な

桃も
も

が
程ほ

ど

よ
く
色い

ろ

づ
き
庭に

わ

の
中な

か

そ
こ
だ
け
明あ

か

る
く
浮う

き
立た

ち
て
見み

ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻
績
初
恵

こ
の
世よ

よ
り
か
の
世よ

に
知し

り
人ひ

と

多お
お

く
な
り

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
名な

に
逝い

く
友と

も

思お
も

ふう　
　
　
　
　

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

シ
ル
バ
ー
カ
ー
二
台だ

い

も
嫁よ

め

女じ
ょ

買か

ひ
く
れ
て

日ひ

び々

の
散さ

ん

歩ぽ

は
交こ

う
ご互
に
使つ

か

ふ　
　
　
　
　

中
村
武
子

猛も
う

暑し
ょ

去さ

り
山や

ま

に
初は

つ

雪ゆ
き

降ふ

り
し
と
ふ

長な
が

引び

く
雨あ

め

に
天て

ん

を
見み

上あ

げ
る　
　
　
　
　

島
田
眞
之
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国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と

な
る
の
は
、
令
和
５
年
中
（
令
和
５

年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
12
月
31
日
）

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で

す
。（
令
和
５
年
中
に
納
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。）

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

下
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
対
象
者
宛
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
大

事
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＜実施された行事＞
〔９月〕
	 29日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 定例会（議長、組合議員）

〔10月〕
	 4日	 議会運営委員会
	 4日	 全員協議会
	 4日	 建策要望検証会
	 17日	 町議会議員選挙告示日
	 22日	 町議会議員選挙投票日

＜今後予定されている行事＞
〔10月〕
	 24日	 町村監査委員全国研修会
	 	（監査委員）
	 25日	 新潟県町村会創立100周年
	 	 記念祝賀会（正副議長）
	 26日	 国道405号改良整備促進協議会
	 	 総会（議長、産建委員長）

〔11月〕
	 10日	 全員協議会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様

等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
自

身
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、
そ

の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

は
、（
東
京
）
０
３
‐
６
６
３
０
‐

２
５
２
５

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

	3000日	髙橋昭子(船山)
	2000日	藤ノ木良子（小下里）
	1200日	桑原正（船山）

主な運動：ポールウォーキング、ラジオ体操、ストレッチ	他

　

10
月
１
日
付
け
で
石
沢
恵
理
子
さ
ん
（
亀

岡
）
が
法
務
大
臣
か
ら
新
た
に
人
権
擁
護
委

員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
か
ら
５
期
15
年
に
わ
た

り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し

た
髙
橋
芳
子
さ
ん
（
十
二
ノ
木
）
が
９
月
末

で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
活
躍
に
法

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。↑中央が新任の石沢恵理子さん、左から二人目が髙橋芳子さん

対象者 送付時期

①
令和 5 年 1 月 1 日から令和 5
年 10 月 2 日までの間に国民
年金保険料を納付されたかた

郵送
令和 5年 10
月下旬から
11 月上旬に
かけて順次

②
①のうち、「ねんきんネット」
において事前に電子送付希望
の登録を行ったかた

電子
送付

令和 5年 10
月中旬から
10 月下旬に
かけて順次

③

令和 5 年 10 月 3 日から令和
5年 12 月 31 日までの間に国
民年金保険料を納付されたか
た（①の対象者は除きます。）

郵送 令和６年2月
上旬

④
③のうち、「ねんきんネット」
において事前に電子送付希望
の登録を行ったかた

電子
送付

令和６年1月
下旬

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
を

　
　
　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
の
控
除
の

が
社
会
保
険
料
の
控
除
の

対
象
で
す
！

対
象
で
す
！
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QR コードから前回大会の
様子をご覧になれます。

大
地
大
地
のの
た
か
ら
も
の

た
か
ら
も
の

～
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
産
品
紹
介
～

～
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
産
品
紹
介
～

商
品
名

苗
場
そ
ば

（
ジ
オ
パ
ー
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）

（
販
売
店
：
旭
商
事 

株
式
会
社
）

商
品
名

越
ノ
国
ニ
光
カ
ガ
ヤ
ク
米

　

風
と
雪
と
水
と
土
と 

　
　

魚
沼
津
南
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

（
販
売
店
：
有
限
会
社 

フ
ジ
ミ
ヤ
）

　
寒
暖
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
ち
、
水
は
け

の
良
い
ジ
オ
の
大
地
で
成
長
す
る
蕎
麦
は
香

り
の
良
い
上
質
な
実
が
収
穫
で
き
ま
す
。
冬

が
近
づ
く
晩
秋
の
暖
か
い
日
に
刈
り
上
げ
、

ふ
の
り
を
使
用
し
た
伝
統
製
法
に
よ
り
丁
寧

に
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　
恵
ま
れ
た
環
境
か
ら
作
り
あ
げ
た
お
蕎
麦

を
苗
場
山
麓
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会 

商

品
開
発
部
会
で
は
、
苗
場
山
麓
の
地
質
・

自
然
・
文
化
を
語
る
地
域
産
品
「
大
地
の

た
か
ら
も
の
」
の
開
発
推
進
の
た
め
、
特

産
商
品
の
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
新
た
に
10
品
目
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
苗
場
山
麓
の
溶
岩

層
下
か
ら
湧
き
出

る
豊
富
な
湧
水
は
、

ジ
オ
の
田
を
山
か

ら
順
に
潤
し
て
く

れ
ま
す
。

　
田
植
え
か
ら
一
斉

に
鳴
き
出
す
カ
エ
ル

の
声
、
夏
の
夕
刻
の

涼
し
さ
、
収
穫
前

の
黄
金
色
に
輝
く
大

地
。
四
季
美
し
い
自

然
の
中
で
香
り
高
い

最
高
級
の
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
収
穫
で
き
ま

す
。
炊
き
立
て
を
一
口
ほ
お
ば
れ
ば
大
地
の

香
り
と
と
も
に
満
面
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
で

し
ょ
う
。
大
地
の
恵
み
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

　

11
月
23
日
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
会
場
に
津

南
町
親
善
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ

の
大
会
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
水
泳
記
録
会
と

津
南
町
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
の
記
録
を
引

き
継
い
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
一
般
参
加
者
募
集
の
ご
案
内
〉

　

こ
の
大
会
は
T
a
p
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
生
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
か
た
も
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時
…
11
月
23
日（
木
・
祝
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
1
時

●
参
加
料
金
…
１
種
目
に
つ
き
5
0
0
円

●
申
込
締
切
…
10
月
29
日
㈰

　

そ
の
他
詳
し
く
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
大
会
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
今
年
の
大

会
の
様
子
も
開
催
後
に
配
信
予
定
で
す
。

【
第
４
回
津
南
町
親
善
水
泳
大
会
開
催
】

【
酸
素
カ
プ
セ
ル
】

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
、酸
素
カ
プ
セ
ル

で
農
繁
期
疲
れ
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

中
。酸
素
カ
プ
セ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
、疲

労
回
復
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
、脳
の
活
性
化

な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。疲
れ
の
溜

ま
っ
て
い
る
か
た
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

か
た
に
お
す
す
め
で
す
。（
対
象
は
中
学
生
以
上
）

■
料
金（
通
常
→
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
）

一
般	

60
分	
３
，０
０
０
円
→
１
，５
０
０
円

一
般	

40
分	

２
，０
０
０
円
→
１
，０
０
０
円

中
高
生	

60
分	

１
，５
０
０
円
→
１
，０
０
０
円

■
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル（
大
き
い
も
の
）、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

■
そ
の
他　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
へ
電
話

ま
た
は
受
付
で
予
約
が
必
要
で
す
。妊

娠
中
や
耳
抜
き
が
で
き
な
い
か
た
な
ど

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
た
が
い

ま
す
の
で
、心
配
な
か
た
は
予
め
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　

ボ
イ
ラ
ー
設
備
点
検
の
た
め
10
月

31
日
か
ら
11
月
2
日
の
３
日
間
、休
館

と
な
り
ま
す
。

■各種お問合せはクアハウス津南 ℡025-765-3711まで



27 広報 令和５年10月号

N
ajom

on Inform
ation

〇秋季企画展
　「秋山記行から展望する考古と民俗の交差」
　会　期：9月2日㈯～ 11月5日㈰
　入館料：大人300円、中学生以下無料
　縄文時代の暮らしを考える上で、民俗学の知見は重要です。自然

と共生した暮らしを秋山記行を読み解きながらご覧いただきます。

〇苗場山麓ぶらり旅 ～巻下から押付地区～
　日　時：11月3日（金・祝）　午前9時～ 12時
　体験料：無料　　対　象：小学3年生～大人
　苗場山麓ジオパーク推進室の佐藤雅一さんとともに巻下から押付地区を

歩きます。

〇縄文の色ベンガラを学ぼう
　日　時：11月5日㈰　午前10時～ 11時30分
　体験料：800円　※友の会会員は半額
　対　象：小学5年生～大人
　縄文土器にも使われている赤色顔料のベンガラを学び使ってみましょう。

〇「木の実のリース」体験
　日　時：11月11日㈯・25日㈯　午前10時30分～ 11時30分
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　植物のつるに木の実をつけてリースを作ります。

〇寄り添う神に誘われて－新潟県の双体道祖神－
　会　期：11月11日㈯～ 11月26日㈰
　新潟県石仏の会創立30周年記念の写真展です。県内の双体道祖神の写真を展示します。

〇津南学叢書刊行のお知らせ
　第45輯『秋山記行から展望する考古と民俗の交差 』…………1,000円
　なじょもんのミュージアムショップでご購入いただけます。

秋季企画展の様子

苗場山麓ぶらり旅

ベンガラを使ってみよう

木の実のリース

双体道祖神

11 月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

3日（金・祝） 9:00～12:00 苗場山麓ぶらり旅　～巻下から押付地区～ 無料 中学年以上

4日㈯ 9:00～11:00 秋の自然観察会 500 低学年以上

5日㈰ 10:00～11:30 縄文の色ベンガラを学ぼう 800 高学年以上

11日㈯ 10:30～11:30 木の実のリース 1,000 低学年以上

18日㈯ 13:30～15:30 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

19日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

23日（木・祝） 13:30～14:30 鹿角のリングアクセサリー 600 中学年以上

25日㈯ 10:30～11:30 木の実のリース 1,000 低学年以上

26日㈰ 10:00～11:00 ろうそくのランタン 800 高学年以上
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潟
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  in
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@
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w
n
.ts
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a
ta

.jp
　

■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

　

暑
い
暑
い
と

言
っ
て
い
た
９

月
が
終
わ
る
と
今
度
は
急
に
寒
く

な
り
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
い
い
季
節

は
な
い
の
か
と
毎
日
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。10
月
8
日
に
町
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。同

時
に
取
材
も
行
お
う
と
し
て
い
た

の
で
す
が
、な
か
な
か
カ
メ
ラ
を
構

表
紙
の
写
真
　
龍
ヶ
窪
の
池
で
芦
ヶ
崎
小
学
校
の
児
童
と
地

域
の
か
た
が
た
が
協
力
し
て
作
成
し
て
い
た
、「
り
ゅ
う
じ
ん

ラ
ン
ド
」が
完
成
し
ま
し
た
。丸
太
で
で
き
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、児
童
は
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

■人口8,738（−5）　男4,238（−1）　女4,500（−4）

■世帯数3,442（−1）　■転入／ 8　■転出／ 4　■出生／ 3　■死亡／ 12　■婚姻／ 110月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

江村　カネさん　（102歳・恵福園）

関谷末次郎さん　（81歳・赤沢）

高橋　文子さん　（90歳・大割野）

滝澤　サワさん　（95歳・恵福園）

樋口　イシさん　（99歳・辰ノ口）

石橋　一枝さん　（77歳・割野）

町長の部屋 〜2
つ

7
な

0
ん

ちゃんねる〜 津南町長　桑原　悠

町長がさまざまなことをお伝えしていきます！

　9月27日は、陣場下集落の皆さまと、10月5日は、芦ヶ崎集落の皆
さまと毎年恒例の町政懇談会を行いました。このような機会は、集落ご
との課題やニーズを把握できるので、ありがたいです。現在、地区振興
協議会が立ち上がった地域も増え、そちらにも毎年伺っています。町は、
それぞれの地域コミュニティの維持、活性化の動きに呼応し、強く応援
してまいる所存です。
　さて、本号は令和4年度町の決算についてお伝えしました。よく、「町
の財政は本当のところどうなの？」と聞かれますが、決算ベースで各種
財政指標は健全です。町の財政健全化は着実に進んできました。一方で、
そもそも、「財政力指数」という自力でまかなえる力が0.25と低い（参考：
湯沢町0.90、南魚沼市0.41、長岡市0.58）なか、町民ニーズに応じて少子
高齢化にもれなく対応し、産業を活性化させ、ブランドも再発信し、時
代の変化を乗り切るためには、取り組むべき個別課題や構造課題は多く
あります。
　そのようななかではありますが、歳入改革としては、今年度もふるさ
と納税が大きく伸びています。町の税収増や、産業品のPRになるなど、
複数の便益があります。引き続き、しっかりと取り組み、組織として成
果を出すことにより、町民の福祉に資する事業や、将来のための事業を
充実させてまいります。
　今年は、12月1、2日に新潟県で初の開催となる「米・食味分析鑑定
コンクール：国際大会	in つなん」も予定しています。1日目には、歌手
の小林幸子さんらによるトークセッションもありますので、ぜひお越し
ください。今大会を機に、生産者や販売者の皆さまが国内外にネットワー
クづくりをしていくきっかけになればと期
待します。この町の良さ、活気ある様子
が内外に伝わるよう、準備を進めてまい
ります。秋は来ないのかと思うほどの夏で
したが、朝はめっきり寒くなってきました
ので、お体に気をつけて過ごしましょう。 １日駅長のつなホンと津南駅にて

村山　茉
ま み

実（割野）	 亮さん
	 由貴さん
半戸　　直

なお

（朴木沢）	 一成さん
	 佳那子さん

え
る
時
間
が
つ
く
れ
ず
、結
局
ほ
と

ん
ど
取
材
を
せ
ず
に
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。こ
の
日
は
ス
ポ
ー
ツ

の
日
と
い
う
こ
と
で
、町
民
駅
伝
大

会
や
、モ
ル
ッ
ク
と
テ
ニ
ス
の
体
験

も
同
時
に
開
催
し
て
お
り
、中
津
川

運
動
公
園
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。	
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広報無線を「聞き直し」
できるようになりました！
直前に配信された無線音声が、
電話で聞き直しできるようになりました。

■聞き直し電話番号

■お問い合わせ

℡025-755-8026
※通話料はお客様にご負担いただきます。
　ご了承ください。
※同時に聞き直しができるのは２回線までです。
　電話が繋がらない場合はしばらく時間を空け

てご利用ください。

総務課総務班　℡ 765-3112

小島　勇樹さん（陣場下）
小島安理沙さん（陣場下） ｝

戸 籍 の 窓


